
〈
特
別
寄
稿
〉

等
々
力
古
墳
（
御
嶽
山
古
墳
）
発
掘
調
査
報
告

徳
　
川
　
義
　
宣

等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告

一
　
所
在
地
の
表
示
と
関
連
遺
跡

　
筆
者
が
多
摩
川
流
域
を
調
査
し
て
ゐ
た
時
期
は
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
ま
で
で
あ
っ
て
地
番
・
住
居
表
示
は
改
訂
前
で
あ
り
、
当

時
遺
跡
位
置
を
記
入
し
て
ゐ
た
地
図
も
、
当
然
当
時
の
町
名
・
番
地
で
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
本
報
告
書
に
於
い
て
は
そ
の
地
図
「
世

田
ヶ
谷
区
」
「
大
田
区
」
（
『
東
京
都
区
分
詳
細
図
』
一
五
、
○
○
○
分
の
一
　
日
本
地
図
株
式
会
社
　
昭
和
二
十
四
年
六
月
十
五
日
．
同

年
七
月
五
日
各
発
行
）
の
町
名
・
番
地
を
用
ゐ
る
。

　
本
古
墳
は
多
摩
川
流
域
に
点
在
す
る
古
墳
群
の
ひ
と
つ
で
、
筆
者
が
昭
和
二
十
四
～
二
十
六
年
頃
踏
査
し
地
図
に
記
入
し
た
古
墳
（
推

定
を
含
む
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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二三四五⊥ノ＼七八

大
田
区
田
園
調
布
二
丁
目
二
三
九
番
地
　
亀
甲
山
古
墳

　
前
方
後
円
墳
で
二
乃
至
三
基
の
陪
塚
あ
り

大
田
区
調
布
大
塚
町
六
三
九
番
地
　
大
塚
古
墳

　
亀
甲
山
古
墳
よ
り
東
北
へ
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
、
多
摩
川
縁
よ
り
内
陸
に
入
る
。

世
田
ヶ
谷
区
玉
川
尾
山
町
一
二
七
番
地

　
円
墳

世
田
ヶ
谷
区
玉
川
尾
山
町
八
幡
社
内

　
円
墳

世
田
ヶ
谷
区
玉
川
尾
山
町
五
九
番
地
　
狐
塚

　
円
墳

世
田
ヶ
谷
区
玉
川
等
々
力
一
丁
目
二
一
八
三
番
地
等
々
力
古
墳
（
御
嶽
山
古
墳
）

　
円
墳

世
田
ヶ
谷
区
玉
川
野
毛
町
一
〇
六
番
地
　
大
塚
山
古
墳

　
円
墳
（
の
ち
に
帆
立
貝
型
と
の
説
あ
り
）

世
田
ヶ
谷
区
上
野
毛
町
一
一
〇
番
地

　
小
円
墳

円
墳
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喜
多
見
古
墳
も
跡
査
し
た
記
憶
が
あ
る
が
、
地
図
に
は
記
入
し
て
な
い
。

尚
、
同
じ
頃
品
川
区
内
の
古
墳
を
数
基
踏
査
し
一
基
を
発
掘
し
て
ゐ
る
が
、

一
日
発
行
）
に
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
本
報
告
で
は
触
れ
な
い
。

『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
十
一
号
（
平
成
八
年
三
月
三
十

二
　
遺
跡
の
位
置
と
当
時
の
状
態

等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告

　
等
々
力
古
墳
は
右
記
の
う
ち
の
六
で
、
地
番
・
住
居
表
示
改
訂
後
は
世
田
谷
区
等
々
力
一
ー
一
八
と
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
五
の
狐
塚

古
墳
は
東
南
東
約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
七
の
大
塚
山
古
墳
は
西
北
西
約
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
ゐ
る
。
台
地
上
か
ら
多

摩
川
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
始
め
た
地
点
に
位
置
し
、
南
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
多
摩
川
を
望
み
、
西
側
は
等
々
力
渓
谷
を
挟
ん

で
玉
川
野
毛
町
の
、
縄
文
早
期
か
ら
後
期
に
及
ぶ
大
遺
跡
包
含
地
（
旧
ゴ
ル
フ
場
跡
）
に
続
き
大
塚
山
古
墳
も
こ
の
包
含
地
の
中
に
在
る
。

本
古
墳
の
西
側
裾
に
は
巡
査
派
出
所
と
そ
の
住
宅
が
在
り
、
等
々
力
駅
方
面
か
ら
多
摩
川
堤
に
向
か
ふ
緩
い
坂
路
を
横
切
っ
た
西
側
に
は

不
動
堂
と
等
々
力
不
動
の
滝
が
あ
る
。
南
側
お
よ
び
東
側
は
民
地
に
隣
接
し
て
墳
丘
の
周
縁
は
既
に
削
ら
れ
た
と
見
ら
れ
た
。
北
側
に
は

幅
員
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
路
が
あ
り
、
そ
の
道
路
に
よ
っ
て
墳
丘
の
裾
は
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
削
り
取
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
た
。
削
り

取
ら
れ
た
面
は
土
止
め
が
な
く
崩
落
を
続
け
て
ゐ
て
積
層
の
観
察
を
可
能
に
し
て
を
り
、
埴
輪
片
と
葺
石
が
見
ら
れ
た
。
埴
輪
片
は
東

側
・
南
側
の
裾
か
ら
も
採
集
さ
れ
、
形
象
埴
輪
と
確
認
で
き
た
も
の
は
一
点
も
な
く
、
い
つ
れ
も
円
筒
埴
輪
片
と
見
ら
れ
た
。
尚
、
こ
れ

ら
の
埴
輪
片
は
筆
者
が
表
面
採
集
し
、
学
習
院
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
に
収
納
し
た
。
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三
　
発
掘
経
過
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発
掘
調
査
実
施
日
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
一
日
～
十
三
日

参
加
者
　
　
　
　
　
学
習
院
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
生
　
田
実
英
一
　
堀
田
正
祥
（
の
ち
徳
川
義
宣
と
改
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
生
　
前
田
幸
雄
　
江
村
　
清
　
穂
僕
俊
泰

　
四
月
十
一
日
、
午
前
九
時
三
十
分
。
東
急
大
井
町
線
等
々
力
駅
集
合
。
徒
歩
約
十
分
で
現
地
到
着
。
嘗
て
既
に
発
掘
さ
れ
七
鈴
鏡
一
面

が
出
土
し
て
ゐ
る
と
の
情
報
を
得
て
ゐ
た
の
で
、
墳
丘
頂
部
を
中
心
に
ボ
ー
リ
ン
グ
（
長
さ
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
上
に
楕
円
状
把

手
を
つ
け
た
鉄
棒
に
よ
る
地
表
下
突
刺
）
を
行
な
ひ
、
頂
部
の
や
や
凹
ん
だ
地
点
を
択
び
南
北
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ン
チ
区
を
設
定
発
掘
し
た
。
覆
土
か
ら
は
少
数
の
土
師
片
と
多
数
の
縄
文
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
。

　
す
で
に
以
前
に
発
掘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
覆
土
は
撹
乱
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
粘
土
榔
や
木
棺
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
ま

ま
、
表
土
よ
り
約
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
あ
た
り
か
ら
金
属
遺
物
が
出
土
し
始
め
た
。
遺
物
の
埋
没
状
態
に
合
は
せ
て
ト
レ
ン
チ
を
拡

げ
最
終
的
に
は
南
北
約
ニ
メ
ー
ト
ル
東
西
約
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。

　
写
真
は
随
時
撮
影
し
た
が
、
当
時
フ
ラ
ッ
シ
ュ
や
ス
ト
ロ
ボ
は
な
く
自
然
光
線
撮
影
で
あ
り
、
か
つ
墳
丘
に
は
樹
木
が
あ
っ
て
暗
い
の

で
、
四
時
頃
ま
で
に
撮
影
を
終
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
は
ま
だ
世
に
な
く
、
降
雨
や
い
た
づ
ら
の
虞
れ
も

あ
っ
て
翌
日
ま
で
現
場
の
保
存
さ
れ
る
確
信
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、
遺
物
は
出
土
位
置
を
記
録
し
つ
つ
と
り
あ
げ
、
墳
丘
西
側
裾
の
巡
査



派
出
所
に
保
管
を
依
頼
し
た
。
尚
、
巡
査
か
ら
は
発
掘
用
具
や
労
力
、
保
管
用
の
器
材
も
提
供
を
受
け
た
。

　
第
一
日
目
出
土
と
し
て
筆
者
の
卓
上
日
記
の
四
月
十
一
日
の
項
に
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鉄帯玉鉾甲刀
鍬　　　冑剣
多一ニー二八
数点点点点点

（
ビ
！
ズ
玉
状
青
石
製
）

等々力古墳（御嶽山古墳）発掘調査報告

　
四
月
十
二
日
、
同
じ
く
午
前
九
時
三
十
分
等
々
力
駅
集
合
。
参
加
者
前
日
に
同
じ
。

　
前
日
の
ト
レ
ン
チ
を
整
備
し
、
は
た
し
て
粘
土
榔
や
木
棺
が
あ
っ
た
の
か
否
か
を
重
点
的
に
調
査
。
別
に
椰
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と

考
へ
、
ト
レ
ン
チ
の
四
方
を
幅
広
く
ボ
ー
リ
ン
グ
し
、
試
掘
ピ
ッ
ト
を
二
～
三
ヶ
所
設
け
た
が
、
椰
も
遺
物
も
発
見
で
き
ず
、
前
日
の
ト

レ
ン
チ
整
備
か
ら
も
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
墳
丘
の
北
側
は
明
ら
か
に
削
り
と
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
東
西
南
側
の
裾
お
よ
び
墳
丘
中
腹
に
埴
輪
が
な
い
か
ボ
ー
リ
ン
グ
で
探
し
た
が
、

突
き
当
て
て
発
掘
し
て
み
る
と
い
つ
れ
も
葺
石
で
あ
っ
た
。
但
し
葺
石
も
決
し
て
密
で
は
な
く
か
な
り
疎
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
よ
っ

て
埴
輪
片
が
表
面
採
集
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
鑑
み
、
埴
輪
は
既
に
大
半
失
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
る
に
至
っ
た
。

　
北
側
と
西
側
は
道
路
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
、
東
側
と
南
側
は
民
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
貰
ひ
聴
取
と
外
見
か
ら
周
濠
の
有
無
の
確
認
を
計

っ
た
が
、
少
な
く
と
も
周
濠
や
土
塁
が
嘗
て
存
在
し
た
と
の
証
言
は
得
ら
れ
ず
、
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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四
月
十
三
日
、
同
じ
く
午
前
九
時
三
十
分
等
々
力
駅
集
合
。
参
加
者
前
日
に
同
じ
か
、
記
録
な
し
。
但
し
田
実
、
堀
田
、
前
田
は
確
実

に
参
加
。

　
墳
丘
全
体
の
測
量
と
図
面
化
は
他
日
に
期
す
る
こ
と
と
し
、
第
一
日
目
発
掘
の
ト
レ
ン
チ
を
拡
げ
て
整
備
し
、
製
図
用
の
記
録
を
採
っ

た
。
そ
の
結
果
、
鉄
製
遺
物
の
出
土
地
点
よ
り
北
側
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
炭
化
物
の
薄
い
層
が
縦
横
に
認
あ
ら
れ
、
そ
の
外
側
に
僅
か
な
が

ら
粘
土
層
ら
し
い
部
分
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
以
て
「
木
棺
確
認
」
と
記
録
し
た
。
但
し
上
部
は
既
に
撹
乱
を
受
け
て
ゐ
た
ら
し

く
、
粘
土
層
や
炭
化
物
層
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
場
で
の
結
論
と
し
て
は
、
鉄
製
の
遺
物
は
い
つ
れ
も
榔
内
か
ら
で
は
な
く
、
榔

の
外
、
南
側
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
。
薄
い
粘
土
榔
の
外
側
に
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
石
を
突
き
当
て
、
礫
榔
か
と
期

待
し
た
が
、
い
つ
れ
も
極
め
て
疎
ら
で
葺
石
の
埋
没
か
覆
土
に
混
入
し
た
も
の
か
と
み
ら
れ
た
。

　
写
真
と
記
録
を
取
り
終
へ
て
ト
レ
ン
チ
を
埋
め
戻
し
発
掘
調
査
作
業
を
終
へ
た
。
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四
　
遺
物
の
出
土
位
置
と
状
態

　
遺
物
の
出
土
状
態
を
発
掘
時
お
よ
び
後
日
製
図
し
た
時
の
記
憶
を
辿
っ
て
記
す
。
粘
土
榔
お
よ
び
木
棺
の
南
縁
は
確
認
で
き
な
い
ま
ま

に
発
掘
を
進
め
た
の
で
、
遺
物
が
全
て
榔
外
に
埋
納
さ
れ
て
ゐ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
木
棺
と
確
認

し
た
炭
化
物
の
層
は
遺
物
出
土
位
置
よ
り
北
側
で
五
十
～
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
寄
っ
た
所
か
ら
西
へ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
弱
お
よ

ん
で
を
り
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
両
端
か
ら
上
方
に
向
か
っ
て
縦
十
～
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
炭
化
物
縦
層
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
上
部
は
概
乱
を
受
け
て
ゐ
た
と
見
ら
れ
、
判
然
と
せ
ず
蓋
に
相
当
す
る
は
ず
の
上
部
の
炭
化
物
の
横
層
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
但



し
上
層
部
ほ
ど
積
年
の
草
木
炭
化
物
の
沈
下
堆
積
密
度
は
高
ま
り
混
じ
る
の
で
、
そ
れ
故
に
弁
別
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
へ
て
み

る
必
要
も
あ
ら
う
。

　
椰
は
東
端
を
や
や
北
に
寄
せ
、
西
端
を
や
や
南
に
寄
せ
た
角
度
で
東
西
に
設
置
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
椰
の
南
側
で
、
東
端
よ
り
も
二
十

～
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
さ
ら
に
東
に
寄
っ
た
位
置
か
ら
西
に
向
け
て
遺
物
は
幅
三
十
～
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
列
状
で
出
土
し
た
。

一
番
東
か
ら
短
甲
二
点
、
二
つ
は
横
に
寝
か
せ
て
縦
に
連
結
し
た
様
に
相
接
し
て
出
土
し
た
。
刀
剣
八
点
と
鉾
一
点
は
短
甲
二
点
の
西
側

に
続
き
、
そ
れ
ら
は
相
接
し
束
ね
重
ね
た
様
に
し
て
埋
納
さ
れ
ゐ
い
た
。
玉
二
点
も
こ
の
刀
剣
の
間
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
帯
金
具
（
の
ち

に
胡
篠
と
判
定
さ
れ
た
遺
物
）
は
刀
剣
の
西
側
に
続
い
て
出
土
し
、
一
部
に
金
銅
破
片
が
付
着
し
金
製
の
鋲
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
さ
ら

に
西
側
に
鉄
鍛
が
十
数
本
か
ら
二
十
数
本
ひ
と
塊
り
に
な
っ
て
出
土
し
た
。

等々力古墳（御嶽山古墳〉発掘調査報告

五
　
発
掘
後
報
告

　
出
土
し
た
遺
物
は
全
て
学
習
院
高
等
科
史
学
部
部
室
に
持
ち
帰
り
玉
二
点
と
帯
の
一
部
と
見
ら
れ
た
金
銅
片
は
シ
ャ
ー
レ
に
納
め
、
他

は
器
種
別
に
分
類
の
上
、
個
体
別
に
分
離
復
原
を
計
っ
た
。

　
同
年
十
一
月
に
催
さ
れ
た
例
年
恒
例
の
秋
の
輔
仁
会
大
会
文
化
祭
に
は
、
高
等
科
史
学
部
の
活
動
発
表
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
出

来
る
限
り
復
原
し
展
示
し
た
。
接
着
剤
に
は
専
ら
セ
メ
ダ
イ
ン
を
用
ゐ
た
の
で
、
復
原
し
て
も
展
示
終
了
撤
収
の
際
に
は
ま
た
大
半
が
分

離
し
て
し
ま
っ
た
。
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墳
丘
全
体
の
測
量
は
後
日
平
板
測
量
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
翌
年
の
昭
和
二
十
六
年
と
記
憶
す
る
が
、
発
掘
調
査
に
際
し
て
写
真

撮
影
を
担
当
し
、
発
掘
日
誌
や
製
図
用
記
録
を
と
り
図
面
を
保
管
し
て
ゐ
た
前
田
幸
雄
の
自
宅
が
火
災
で
全
焼
し
た
。
等
々
力
古
墳
の
発

掘
調
査
記
録
は
一
切
が
灰
儘
に
帰
し
、
報
告
書
作
成
の
途
は
失
は
れ
た
も
の
と
諦
め
る
に
至
っ
た
。

　
等
々
力
古
墳
出
土
の
遺
物
は
そ
の
ま
ま
学
習
院
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
の
部
室
に
保
管
さ
れ
て
ゐ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
前
田
幸
雄
は
昭
和
六
十
年
五
月
に
死
去
し
、
等
々
力
古
墳
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
者
の
記
憶
も
急
速
に
薄
れ
、
遺
る
は
筆
者
の
当
時
の

卓
上
日
記
の
僅
か
な
記
事
と
遺
物
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
、
歴
史
学
学
究
の
徒
で
あ
る
と
と
も
に
文
化
財
の
保
存
と
普
及
教
育

に
責
を
有
す
る
美
術
館
館
長
の
職
に
あ
る
者
と
し
て
、
等
々
力
古
墳
の
発
掘
調
査
が
未
報
告
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
甚
だ
以
て
暫
悸
の
念
に

耐
へ
な
い
。
既
に
四
十
五
年
半
の
年
月
が
経
過
し
筆
者
の
記
憶
も
ま
た
怪
し
げ
で
は
あ
る
が
、
僅
か
な
記
録
と
そ
れ
を
頼
り
に
喚
び
戻
し

た
記
憶
と
を
併
せ
、
当
時
の
史
学
部
部
員
の
記
憶
を
も
聴
取
し
援
用
し
て
薙
に
報
告
す
る
。
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尚
、
学
習
院
関
係
者
以
外
の
読
者
に
は
誤
解
を
招
く
催
れ
が
あ
る
の
で
付
言
し
て
お
く
。

　
学
習
院
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
と
は
、
学
校
制
度
上
の
学
部
や
学
科
で
は
な
い
。
輔
仁
会
と
は
学
習
院
に
在
籍
す
る
全
学
生
、
生
徒
、

児
童
な
ら
び
に
教
職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
学
習
院
全
体
の
網
羅
的
組
織
で
、
そ
の
会
の
も
と
に
各
運
動
部
や
文
化
部
が
大
学
、

短
大
、
高
等
科
、
女
子
高
等
科
、
中
等
科
、
女
子
中
等
科
、
そ
れ
ぞ
れ
に
結
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
と
は
、
学
習
院
高

等
科
に
於
け
る
文
化
部
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
七
年
十
月
十
日
記



釦
騨
掴
鷹
羅
猷
（
醤
和
ヨ
礁
廼
）
聾
恒

亀

、

、
、

t

A・B短甲 C刀剣・鉾・玉

炭化物層

粘土層

D帯金具 E鉄鍼

3、

⊥
2
0

A

．r2一

N

卜
卜

出土状態見取図


